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新年のごあいさつ

新春あけましておめでとうございます。ご利用者様ならびに各関係機関
の皆様におかれましては、穏やかな新年を迎えておりますことをお慶び申
し上げます。
さて、年末そして新年のお休みを、どのようにお過しになりましたで

しょうか。家族団らんの時間を穏やかに過ごされましたでしょうか。１年
の始まりとして初詣に行かれて、ご家族の健康や幸せなどを祈念されまし
たでしょうか。

私たちが生きていくにあたっては、自分の力ではどうにもできないこと、思い通りになら
ないことがたくさんあります。ブッダはこれらを「四苦八苦」としてまとめました。その
「四苦」として「生老病死」の４つをあげています。新しい年をどうにか迎えることができ
たことに感謝し、これからの１年を家族が無事に過ごせることを祈る。いつの時代になって
も「感謝する」、「祈る」、「願う」という気持ちは無くならないことでしょう。私たち黒
衣は、そんな皆様方の思いの支えでありたいと願っております。
弊社は、設立６周年を迎えます。日々の支援の中で、いかに在宅療養を充実させていくか

の課題を多く感じております。そのことから、今できる最大限の支援として、令和２年５月
に看護小規模多機能型居宅介護事業「黒衣のかんたき」を開所いたします。その努力は、私
一人だけではなく、皆様方のご助言と黒衣職員一人ひとりの思いと努力の賜物と深く感謝し
ております。
今後も皆様方の支援を通し、新たなかたちに挑戦し、質の高い看護・リハビリを提供させ

ていただくために一同努力してまいります。何卒よろしくお願い申し上げます。

新年明けましておめでとうございます。日頃は弊社黒衣の支援にご理解
とご協力を頂き、誠にありがとうございます。
今年2020年は東京オリンピックイヤーならびに看護の母でもあるナイチ

ン ンゲール生誕200イヤーですが、黒衣はなんといっても『かんたきイヤー』
となります。昨年より、『黒衣のかんたき』の事業開設準備が始動し、利用
者様の「住み慣れた家や地域で最期まで自分らしい生活を続けたい」を叶
えたいという私たちの思いが今、かたちになろうとしています。

この『黒衣のかんたき』が利用者様やご家族にとって益々の安心につながるよう、スタッ
フ一同ホスピタリティー精神をもって作り上げていきたいと思います。そして、何より弊社
の基本事業でもある『訪問看護ステーション黒衣』としても、これまで以上にプロとしての
知識と技術と優しさをもって支援できるよう、日々の看護・リハビリを行ってまいります。
本年もよろしくお願いいたします。

代表理事 岡 良伸

理事 小木曽 知美 （訪問看護ステーション黒衣 管理者）

←朝のミーティング風景

理事長学会発表（㏌福島）

社内勉強会

昨年度のイベント風景
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スタッフ‟新年の抱負”



「黒衣のかんたきって何してくれるところ？」とよくお問い合わせがあります。「黒衣のかんたき」は、

『慣れ親しんだ家で過ごしたい
その願いを看護と介護の連携で支えます。』

自宅で穏やかに過ごすことは、多くの人の願いではないでしょうか。

今、求められているのは、病気をかかえていても、医療と介護の専門家の
目が行き届く環境で、その方にとっての‟いつもの暮らし”ができる仕組みです。

しかし、現状では病院で最期を迎える方が多く、‟家で具合が悪くなったら病院しか行き場がない”
‟家族が介護できなくなったらどうするの？”という声も耳にします。

そうした課題に対応するための仕組みが「看護小規模多機能型居宅介護（看多機）」という介護保険サービス
です。

サービスの内容は、通所（デイサービス）、宿泊（ショートステイ）と、訪問介護・訪問看護のサービス、
病院受診のための付き添い同行（※一部有料）など様々なサービスを組み合わせることで、医療ニーズの高い方が、
慣れ親しんだ地域と家で、身近な人に囲まれて暮らし続けることをサポートする事業所です。

つまり、長期の在宅療養を可能とし、いつもの暮らしを支える事業所です。

-次回の黒衣たよりは令和2年3月になります-

看護小規模多機能型居宅介護 「黒衣のかんたき」 事業内容紹介

「黒衣のかんたき」の特徴と魅力

看多機には、在宅療養を支える

４つの特徴・魅力があります。

①サービスが一体なので安心

②利用料は月定額制が基本なので安心

③医療ニーズの高い方でも安心

④柔軟にサービスを変更できて安心

かんたき


